
　本市では、平成 30年（2018年）度から令和 9年（2027年）度を計画期間とする「米沢市雪対策総合計画」
を策定しましたが、これまでの施策の実施状況を検証するとともに、社会情勢や冬季環境の変化に合わせて、
令和 5年 10月に中間見直しを行いました。改定後の計画を着実に実行することで、雪に強いまちを目指して
いきます。詳細は、市ホームページをご覧ください。

　①道路などの効率的な除排雪の推進
　除雪運行管理システムの導入や、除雪オペレーターの除雪技
術の伝承と担い手確保などの取り組みを推進していきます。ま
た、雪押場の確保や交通渋滞への対応も進めていきます。

　②高齢者や障がい者などへの支援の充実
　高齢者や障がい者への支援を充実するとともに手続の簡素化
を進めるほか、雪下ろし費用の助成について支援の対象を一人
親世帯へ広げることを検討していきます。

　③除排雪支援の効果的な情報の発信

　市が行っているさまざまな支援の情報を一体的に取りまと
め、効果的に情報を発信していきます。

　④共助意識の醸成

　地域内でのコミュニケーション力を高めるなど、共助意識向
上への取り組みを推進していきます。

項目 内容

大雪時の渋滞緩和
・主要道路の優先的除雪
・公共交通の計画運休
・時差出勤などの検討

除排雪支援の効果的な
情報発信

・�雪に関する市の支援などを取りま
とめて周知

雪下ろし作業の負担が
少ない住宅の普及促進

・�克雪住宅への改修支援を継続すると
ともに利用促進に向けた PRを実施

障がい者を対象とした
通所サービス

・�冬期間も含めた年間を通しての事
業を促進

除雪オペレーター育成
支援

・�除雪オペレーターの資格取得に係
る費用の一部を補助

地域の支え合い意識の
醸成

・�雪処理における共助体制充実のた
め、日ごろから地域での支え合い
意識を醸成

冬期間の運動や雪を　
活用した運動の促進

・�関係機関などと連携し、スノー
シュー※などの活用による冬期間の
運動促進の取り組みを検討

項目 内容
除雪運行管理システム
の導入推進

・�除雪車へGPS 端末を搭載し、除排
雪状況を把握

町内との連携による　
雪押場の設置

・�地域の公園や空き地などの雪押場と
しての活用を支援策も含めて検討

除雪援助員の派遣 ・�高齢者、障がい者世帯への除雪援助
員派遣支援を実情に合わせて見直し

雪下ろし費用の助成

・�高齢者、障がい者世帯への雪下ろし
費用の助成を実情に合わせて見直し
・�一人親世帯への雪下ろし費用の助
成について検討

押雪軽減支援制度 ・�高齢者等雪下ろし助成事業の登録申
請時に押雪軽減希望の有無を確認

雪に関する情報提供

・�冬の暮らしの安全確保や除雪に関す
るルールやマナーなどの啓発を推進
・�デジタル技術を活用し、問合せな
どのスムーズな対応

地域共助による除排雪
体制の普及促進

・�住民同士の助け合いによる除排雪
を行う体制づくりを促進

除雪オペレーター勉強会 ・�除雪機械の操作技能研修や安全運転の勉強会を実施

※�スノーシュー：雪の上を歩行する際にブーツなどに
装着して使用する道具の一種。雪に接する面積が大
きくなるため雪に沈みにくくなることが特徴。西洋
かんじきとも呼ばれている。
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◆くらしNAVI・消費生活コラム（p.1-4）　◆乳幼児健診など・無料
相談（p.5)　◆情報交差点（p.6-7)　◆情報カレンダー（p.8)

市役所へのお問い合わせはこちら☎ 22-5111（代表）

今号の内容

米沢市雪対策総合計画を改定しました
問合せ／地域振興課地域振興担当

　見直しのポイント

　新しい主な取り組み 　見直した主な取り組み


